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第 14 回 ASEAN＋3 外相会議議長声明（骨子） 

平成 25 年 6 月 30 日 

 

●閣僚は、ASEAN＋3 協力の良好な進展と成果を歓迎し、同プロセスの深化及び

拡大へのコミットメントを再確認。 

 

●閣僚は、発展する地域アーキテクチャーにおける ASEAN の中心的な役割の重

要性を繰り返し述べ、ASEAN＋3 協力が 2015 年までの ASEAN 共同体の実現

を引き続き支援することで一致。 

 

●閣僚は、ASEAN＋3 協力作業計画（2007－2017）の実施を通じて ASEAN＋3 協

力による進展をレビュー。閣僚は、ASEAN 協力作業計画（2007－2017）中間レ

ビューを採択。閣僚は、ASEAN 常駐代表委員会と日中韓の ASEAN 大使（CPR

＋3）に対して、提言を検討し、ASEAN＋3 協力作業計画改訂版（2013－2017）

を 2013 年 10 月の第 16 回 ASEAN＋3 首脳会議において提出するよう指示。 

 

●閣僚は、ASEAN＋3 協力基金を補充する必要性を認識。 

 

●閣僚は、東アジア・ビジョン・グループⅡ（EAVGⅡ）報告書が 2012 年に ASEAN

＋3 記念首脳会議に提出されたことに留意し、フォローアップのためのコンセプ

ト・ペーパーを採択。 

 

●閣僚は、2012 年に採択された ASEAN＋3 連結性パートナーシップに関する首

脳声明の実施に期待を表明し、ASEAN＋3 連結性プロジェクトの実施を支援す

るため、追加的な資金メカニズムの可能性を検討することで一致。 

 

●閣僚は、東アジア地域の発展に不可欠な条件である平和、安全及び安定の維

持における ASEAN＋3 協力の重要性を再確認し、政治・安全保障協力を強化

していくことで一致。閣僚はまた、グッドガバナンス、法の支配、人権の促進・保

護等共通の価値と規範の促進の必要性を強調。 

 

●閣僚は、チェンマイ・イニシアティブのマルチ契約の改正、ASEAN＋3 マクロ経済

リサーチ・オフィス（AMRO）国際機関への移行のための協定案について一致し

たこと等を歓迎。 

 

●閣僚は、2013 年 5 月のブルネイにおける東アジア地域包括的経済連携（RCEP）

の交渉開始を歓迎。 

 

●閣僚は、エネルギー安全保障の達成への支持を再確認し、エネルギー分野にお

ける活動の着実な進展を歓迎。 
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●閣僚は、東アジア地域における食料安全保障の確保の重要性を強調。この関

連で、閣僚は、2012 年 7 月 12 日に発効した APTERR 協定を想起し、APTERR

が最初の案件として、2012 年末のフィリピンでの洪水災害の発生に対応するた

めにイニシアティブをとったことを称賛。 

 

●閣僚は、地域における食の安全の確保の重要性を再確認するとともに、地域の

貿易、投資、旅行を促進するため、原発事故後の日本からの輸入に関する適

切なレビューと規制の緩和を行うことへのコミットメントを再確認。 

 

●閣僚は、東アジア地域における教育協力及び人材開発の強化に資する教育に

関する ASEAN＋3 行動計画（2010－2017）の実施に期待するとともに、「第 1

回 ASEAN＋3 高等教育の流動性・質保証に関するワーキング・グループ」の東

京開催を含む高等教育における質保証の促進への支持を再確認。 

 

●閣僚は、2014 年初頭に、ASEAN とプラス 3 の国々の間の観光セクターの良好

な関係と協力を強化するための ASEAN＋3 観光協力に関する覚書（MOC）へ

の署名に期待。 

 

●閣僚は、中 ASEAN センター、日 ASEAN センター、韓 ASEAN センターの重要性

と補完的な役割を認識し、ASEAN における協力プロジェクトの強化のために、3

センターが意見と経験の交換を行うことを慫慂。 

 

●閣僚は、ASEAN＋3 協力におけるシンク・タンクとしての東アジア・フォーラム

（EAF）の重要な役割を評価し、2013 年 8 月 20－22 日に京都において、「人と

人との連結性強化:観光協力に焦点を当てて」とのテーマで第 11 回 EAF が開

催されることに期待。 

 

●閣僚は、東アジア・シンクタンク・ネットワーク（NEAT）の ASEAN＋3 協力におけ

る重要な貢献を評価し、ASEAN＋3 協力枠組内での、NEAT の更なる関与に関

する決定を共有。 

 

●閣僚は、朝鮮半島の平和、安全、安定の維持の必要性を強調し、六者会合の再

開を含む平和的な対話を慫慂。閣僚は、すべての関連国連安保理決議の義務

及び 2005 年 9 月 19 日の六者会合共同声明のコミットメントを完全に遵守するこ

との重要性を繰り返した。閣僚は、平和的な方法で朝鮮半島の非核化を実現す

るためのあらゆる努力への支持を繰り返し述べ、この目的のため、関連する国連

安保理決議を全面的に履行することへのコミットメントを再確認。また、閣僚は、

国際社会の人道上の懸念事項に対処する重要性を強調。 


